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議案第１号

平成２８年度事業実績報告について

１ 概 要

食品衛生巡回指導事業、食品、水質及び保菌等の検査勧奨事業、食品衛生思想普及事業、優良食

品等推奨事業、会員の福利厚生事業など食品衛生の確保と業界発展向上を図るとともに県民の健康増

進に寄与するための諸事業を県をはじめ各保健福祉事務所、中核市の郡山市及びいわき市保健所並び

に日食協等関係団体のご指導と各地区食品衛生協会のご努力及び会員の積極的なご協力によりまし

て、次のとおり成果を上げることができました。

（１）組織の現状

① 役 員（平成２９年４月１日現在）

会 長 １ 名

副会長 ２ 名

理 事 ９ 名

監 事 ３ 名 計 １５ 名

② 各地区食品衛生協会の状況

地 区 営業許可施設数 食品衛生指導員数 食品衛生責任者数 地区職員数

（累計養成者数）

福島県北 ９，０９０ １７１ １７,６６３ ３

郡 山 ６，４４０ ６３ １４,０８９ ２

県 中 ３，８５８ １８５ ６,５６２ ２

県 南 ３，１９７ ７７ ５,９２３ ２

会 津 ６，５１３ ９７ １３,５８３ ２

南会津 １，１５６ １６ １,８４３ １

相 馬 ２，１３５ ２６ ４,４０９ ２

双 葉 ３７２ ２１ ２,３５４ １

いわき ７，１５９ １３１ １６,９８９ ２

県食協 １

合 計 ３９，９２０ ７８８ ８３,４１５ １７

２ 会議関係

（１） 公益社団法人 福島県食品衛生協会関係

開催年月日 会 議 名 等 会 場 備 考

H28.5.9 監査会 コラッセふくしま 平成２７年度事業と決算の監査

(出席者：６名）
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H28.5.12 第１回理事会 コラッセふくしま 通常総会付議事項等

(出席者：１１名）

H28.6. 1 平成２８年度第３回通常総会 杉妻会館 平成２７年度事業報告と決算、

平成２８年度事業計画と予算等

(出席者：正会員９名ほか

計４３名）

H28.6. 15 平成２８年度 ビックパレット 平成２８年度委員会

食品衛生指導委員会 事業計画等

（出席委員：１０名）

H28.6.15 食品衛生指導員研修会 ビックパレット 巡回指導の重点指導項目等

(出席者：４２名）

H28.7.4 第２回理事会 コラッセふくしま 日食協会長等被表彰者推薦審査

今後の日程等 (出席者：１２名）

H28.10.5 第３回理事会（書面理事会） 当協会長表彰の被表彰者審査、

報告事項

H29.2.10 地区食品衛生協会職員研修会 ビックアイ 自主検査日程、食品衛生責任者

(郡山市) 養成講習会、協議事項等

（出席者１２名）

H29.3.15 第４回理事会 コラッセふくしま 平成２９年度事業計画、予算等

（出席者１５名）

（２）公益社団法人 日本食品衛生協会関係

開催月日 会 議 名 等 会 場 備 考

H28.6.8 北海道・東北ブロック 秋田県 ブロック大会提出議案等

連絡協議会

H28.6.9 ～ 北海道・東北ブロック大会 秋田県 表彰、ブロック大会決議等

6.10 (本県出席者：２３名）

H28.6.17 日食協総会、協同組合総代会 食品衛生センター 総会、総代会、支部長会

H28.10.6 北海道・東北ブロック 山形市 指導員部会、共済部会、

～ 10. 7 連絡協議会三部会長会議 事務局長会議

H28.10.20 日食協支部長会議等 食品衛生センター 協議事項等

H28.10.20 食品衛生指導員全国大会 ヤクルトホール 食品衛生指導員体験発表会・
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（東京都） 表彰式 （出席者：１２名）

H28.10.21 食品衛生表彰の会 明治座（東京都） 表彰大会 (出席者：３４名）

H29.3.24 日食協支部長会議 食品衛生センター 平成 29年度事業計画、収支予算
食品衛生共済協同組合理事会

３ 事業関係

Ⅰ 公益関係事業

（１）食品の自主管理体制の強化推進に関する事業

① 日食協補助金に伴う巡回指導等の事業

食品衛生指導員活動状況（別表１）

巡回指導

ａ 指導延べ施設数 １３，７５７施設

ｂ 指導員の活動延べ人員 ４，８５４ 名

② 福島県費委託事業（別表２）

ア 福島県内特産食品の製造加工施設に対する巡回指導事業

地域特産食品の振興に寄与すると共に食品の安全確保に努めました。平成２３年３月の東

京電力福島第一原発の事故による放射性物質の影響で県北地区のあんぽ柿加工が自粛されま

したが、再開時の衛生保持の観点から施設の指導を実施しました。また、本年度も浜通りを

中心に実施していた水産加工施設の巡回指導は、中止となりました。

≪対象施設≫

あんぽ柿加工施設、凍豆腐の製造加工施設、山菜・なめこの瓶缶詰加工施設、こんにゃ

く粉の製造加工施設、ラーメンの製造加工施設

指導延べ施設数 １，２９４施設 指導員延べ人員 ３１４名

指導延べ日数 １７８日

（２）食品衛生指導員講習会等

① 食品衛生指導員事業推進研修会等

ア 日本食品衛生協会特別補助事業並びに平成２８年度巡回指導事業推進のための研修会の開催

期日 平成２８年６月１５日

場所 ビックパレット 出席者 ４２名

＜研修会内容＞

ａ 食品衛生の動向について

福島県食品生活衛生課 副主査 深 谷 友 香 先生

ｂ 平成２８年度巡回指導の重点指導項目について

福島県食品生活衛生課 副主査 行 方 由 美 先生

イ 食品衛生指導員再教育研修会（別表３）

平成２８年度の食品衛生指導員の巡回指導における重点指導項目は①食の安全は原材料のチ

ェックから②その記録がわが身もまもる。の項目で、各食品衛生協会ごとに研修会が行われた。

１８会場、 受講指導員数 延５８３名

② 食品衛生指導員の体験発表会の開催

○ 福島県食品衛生指導員研究集会

食品衛生指導員の業務の推進を図るため、食品衛生指導員体験発表を県生活衛生・食品

衛生大会に合わせて開催しました。

期 日 平成２８年１１月１４日（月）

場 所 福島テルサ

発表者 南会津地区食品衛生指導員連絡協議会の活動紹介
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食品衛生指導員 五十嵐芳道（南会津町）

効率のある指導員活動の課題 食品衛生指導員 今野千栄子（南相馬市）

新人指導員になって 食品衛生指導員 稲田幹夫 （いわき市）

○ 全国食品衛生指導員大会

食品衛生指導員の業務の推進を図るため、本県から指導員１２名が参加しました。・

日 時 平成２８年１０月２０日（木）

場 所 ヤクルトホール(東京都）

③ 平成２８年度第６回食品衛生指導員全国研修会

平成２８年９月１２日～１３日、東京都において（公社）日本食品衛生協会主催の食品衛生

指導員全国研修会が開催され、本県から指導員２名が参加しました。

≪主な研修内容≫

・最新の食品衛生関係情報について

厚生労働省医薬食品局食品安全部 監視安全課 様

・ＨＡＣＣＰによる衛生管理について

・食の安心・安全・五つ星事業について （公社）日本食品衛生協会

④「食の安心・安全・五つ星店」の登録

新たに相馬地区及び県南地区が参加するとともに、食の安心・安全・五つ星店として７１施

設が登録されました。店舗の紹介が公益社団法人日本食品衛生協会のホームページに搭載され

ている。

⑤ 手洗いマイスターの養成（別表４）

巡回指導等において日食協が推奨する「衛生的な手洗い」を普及するため、手洗いマイスタ

ー認定講習会を開催し、１０７名の手洗いマイスターを養成した。合計１３９名となった。

（３）食品衛生功労者及び優良施設等の表彰事業

① 県関係表彰

ア 平成２８年１１月１４日（月） 福島テルサ

福島県食品衛生協会長表彰 食品衛生功労者 ２４名

食品衛生優良施設 ２２施設

優良食品衛生指導員 １９名

感謝状 １名

福島県知事表彰 食品衛生優良施設 １０施設

② 中央関係表彰

ア 平成２８年１０月２０日 ヤクルトホール（東京都）

日本食品衛生協会理事長表彰 優良食品衛生指導員 ５名

イ 平成２８年１０月２１日 明治座（東京都）

厚生労働大臣表彰 食品衛生優良施設 ２施設

食品衛生功労者 ４名

日本食品衛生協会長表彰 食品衛生功労者 ６名

食品衛生優良施設 ５施設

行政担当者（感謝状） ２名

（４）食品の許可に係る事務指導事業

食品営業の許可申請に係る事務指導を行った。

・新規 ３，０４８件

・継続 ５，３４１件 ・指導延べ日数２，１８７日

（５）食品、水質及び保菌検査実施の勧奨・衛生向上の支援事業

食品等事業者が行う自社製品の衛生管理の一環として、消費者のみなさまに提供する食品の安

全・安心の確認検査（食品及び水質検査）実施の勧奨を行いました。検査は厚生労働省登録検査

機関（食品検査）、福島県知事等の指定検査機関（水質）の公益財団法人福島県保健衛生協会で
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行いました。

また、検査結果に基づき衛生管理の指導・助言を実施し、施設改善等の支援を行いました。

食品及び水質等の検査を行った施設には「平成２８年度食品自主検査済証」（円形）、「平成

２８年度水質自主検査済証」（六角形）、「平成２８年度保菌検査済証」（四角形）のステッカー

を頒布し、食品及び水質の検査等の啓発に努めました。

※受検した検体数 食品７，８４７件 水質７５０件 保菌７１０件

※各食品衛生協会別の実施状況 別表５

（６）食品中の放射性物質検査事業及び相談事業

平成２３年７月１日より(公社）日本食品衛生協会食品衛生研究所の協力をいただき、食品中

の放射性物質の不安解消の一助として食品等事業者や消費者からの検査を実施しております。

検査料金は、低額に設定してあります。

検査件数 ７９件 相談件数 ２３件

（７）食品衛生の普及に関する事業

① 食品衛生及び食品の安全確保に関する事業

最近の食品衛生の動向及び食品の安全確保に関する講習会を福島県の後援で開催しました。

≪ 日時・会場 ≫

平成２８年９月２８日 白河市産業プラザ 受講者６５名

≪ 講習内容 ≫

a 最近の食品衛生の動向について
福島県食品生活衛生課 副主査 本 郷 貴 胤 先生

ｂ 食品の放射性物質による汚染状況と内部被ばくのリスク

東京工業大学放射線総合センター 助 教 富 田 悟 先生

② 食中毒予防情報普及事業

ア 食品衛生月間

８月の１ヵ月間は、食品衛生月間で、国、都道府県等が主催し、全国の食品衛生協会が協力

して様々な食中毒防止の啓発を行います。当協会では、各地区食品衛生協会へ食品衛生月間ポ

スターを配布しました。また、各食品衛生協会では食品衛生指導員による巡回指導の実施、講

習会の開催、街頭キャンペーンの実施、パネルの展示、食中毒防止ノボリの掲揚等を行い食中

毒の防止を消費者や食品営業者等に広く啓発しました。

食品衛生月間ポスター ４５０ 枚

イ 食品衛生関係ノボリの掲揚等による広報を行いました。

ウ 会報の発行

８月と１月に機関誌として会報「福島食品衛生」を各５，０００部発行しました。

エ 電話による食品衛生相談の開設事業

食品営業者及び消費者からの電話による相談窓口を開設しました。

相談件数１，３７６件（別表６）

③ 毎月１５日の「食品衛生の日」の普及事業

毎月１５日を「食品衛生の日」として、食品衛生の確保と向上を目指し、会員が自己施設の

衛生点検を行うため、自主管理票等を配布しました。

④ 福島県食品衛生協会推奨優良食品・優良施設・優良衛生機器類の推奨事業

会員の優良な食品、施設及び衛生機器類を広く消費者及び食品営業者等に知っていただき、

特に消費者がお店の選定の目安となるよう推奨事業を行いました。

・推奨優良食品 ３５ 件

・推奨優良施設 ６２ 施設

・推奨衛生機器類 ８ 件

⑤ 情報提供事業

情報提供を希望する製造業等の会員に対し、メールアドレスを登録していただき、日食協や
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行政からの情報を一斉送信により提供しました。

参加会員数 ２６８ 情報提供回数 ５７回 別表７

また、フェースブックを開設し、地区食協も含め、活動状況の情報提供に努めました。

記事投稿回数 ４９回 閲覧者数 ８，５０１名

動画投稿 ４回 再生回数 ２，０３０回

食品の安全をめぐる最新の動向と課題に関する講習会 再生回数 ３９２回

おいしさに安心・安全を添えて

食の安心・安全・五つ星店紹介 郡山 再生回数 ６３０回

相馬 再生回数 ６０３回

食中毒を防ぐ！！衛生的な手洗い｢奥田恵子指導員｣ 再生回数 ４０５回

（８）ＨＡＣＣＰの推進に関する事業

会員に対する情報提供のため、ＨＡＣＣＰに関するチラシ３２００枚を配布するとともに、日

食協と連携し、ＨＡＣＣＰ導入を希望する会員に対し、指導助言事業を実施した。

（９）食品衛生責任者養成講習会

２７年度より福島県、郡山市及びいわき市から指定を受け実施している。２８年度は計２８回

開催し、受講者数は２，０４７名となった。（別表３）

（10）特別講演会開催等事業
① 「ノロウイルス食中毒予防と対策」にかかわる講演会

平成２８年１２月６日、本協会主催、いわき食品衛生協会及び（公社）日本食品衛生協会共

催、福島県後援による講演会をいわき市総合保健福祉センターで開催し、１１９名の当協会会

員や県民の方々に参加いただきました。

≪講演内容≫

・ノロウイルス食中毒対策について

福島県食品生活衛生課 副 主 査 深 谷 由 香 先生

・ノロウイルス食中毒予防のための衛生的な手洗いについて

公益社団法人日本食品衛生協会 学術顧問 丸 山 務 先生

・感染を拡げないためのおう吐物の処理について

公益社団法人日本食品衛生協会 松 本 奈見子 先生

② 食品衛生講習会等

ノロウイルス予防強化期間に合わせて、「ノロウイルス食中毒予防と対策」にかかわる講演

会が各地区食品衛生協会主催で開催され、当協会が後援し、支援をしました。これら講習会に

は８５５名の当協会会員や県民の方々に参加いただきました。

また、その他各種団体等が主催した講習会等へ講師を派遣しました。（回数 ２回）

③ カビ対策講演会

平成２８年６月３０日、コラッセふくしまにおいて、公益社団法人日本食品衛生協会主催に

よる食品・食品製造施設をかびから守るための対策講習会が行われた。県外からも含め、

１１６名が受講しました。

（11）職員研修に関する事業
地区食品衛生協会事務局職員を対象とした研修会を開催し、食品衛生責任者養成講習会等の実

施計画や協議事項について協議を行いました。

平成２９年２月１０日 郡山市 ビックアイ

＜研修内容＞

・食品、水質及び保菌等の自主検査事業について

・食品衛生の動向について

福島県保健福祉部食品生活衛生課 副主査 本 郷 貴 胤 様

・公益社団法人日本食品衛生協会の事業について

公益社団法人日本食品衛生協会 課長代理 竹 部 康 広 様

（12）（公社）日本食品衛生協会北海道・東北ブロック大会
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平成２８年６月９日～１０日、秋田県主管で鹿角市のホテル鹿角で約３００名が参加して

開催されました。本県からは、２３名の会員が参加しました。

また、大会席上、下記の方が受賞されました。

日食協 賠償共済事業４０年記念特別表彰 伊 藤 治様（理事）

佐々木順子様（双葉）

（13）（公社）日本食品衛生協会北海道東北ブロック連絡協議会・三部会長会議
平成２８年１０月６日～７日、山形市で開催されました。

① 連絡協議会

ア ブロック大会の指導員の体験発表について

イ 日本食品衛生協会の事業、事務等の説明

ウ ブロック内の提案事項の協議

② 三部会長会議

ア 食品衛生指導員部会長会議

イ 共済部会長会議

ウ 事務局長会議

・ 指導員活動、共済加入促進等について協議を行いました。

（14）他団体との連携
食品衛生に関係する団体との連携を深め、食品衛生思想の普及等に努力しました。

① 日本自動販売協会と会議を開き、お互いの事業について理解を深めました。

② (公財)福島県保健衛生協会と食品等の自主検査事業等の推進について協議を行いました。

③ (公財)福島県観光物産交流協会総会、役員会へ出席しました。

（15）その他
① 平成２９年１月１３日(公社)日本食品衛生協会新春賀詞交歓会（明治記念館）へ会長が出席

しました。

② 平成２９年１月１２日知事懇談会（知事公館）へ会長が招待され出席しました。

Ⅱ 収益関係事業

（１）福利厚生に関する事業（別表８）

① 食品営業賠償共済事業

被害者の救済と会員の営業の安定に備えるための賠償共済事業は、各食品衛生協会の協力を

得ながら加入促進をはかりました。

加入件数６１５０件（目標件数に対する達成率は５８．６％）

平成２８年度の賠償支払件数１１件 見舞金３件（別表９）

② 火災共済事業

他の保険会社の損害保障に比べ低保険料で高額な保険金が支払われる日本食品衛生協会独自

の有利な共済制度ですので、この点を強調し加入促進を図りました。

③ 生命共済事業

食協生命共済はジブラルタ生命保険（株）と団体扱契約のもとに食協事業として取り組み、

広報等に努めています。

（２） あんしんフード君制度説明会

平成２８年８月、東京都及び仙台市に於いて、(公社)日本食品衛生協会主催による「あんし

んフード君制度説明会」が開催されました。各地区食品衛生協会職員が出席しました。

（３）食品衛生に係わる優良図書普及 （別表１０）

①月刊「食と健康」等の購読及び普及推進事業

食品衛生の情報源とも言うべき月刊「食と健康」の購読促進を図りました。


